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恩師紹介　熊本信夫名誉教授
招待された平成 27 年度学科幹事

学園グレイトビンゴ！

音楽プロジェクト laufen
ボーカル Cuka・ギター克（本学OB）

祝杯　山崎省一北海高校校長

全学応援団指導部

同窓会支部長紹介（45 支部）

総
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28 
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度
挨拶　森本正夫同窓会会長

三本締め　名塩良一郎副会長

ジャズ研究会（現役学生）
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田中　伸顯 氏 （昭 47 工）

松井　　靖 氏 （昭 62 法）

●劇団四季　『ライオンキング』　ペア2組

志村　道弘 氏 （昭 31 経）

藤松　佳晃 氏 （昭33経）

小幡　亮介 氏 （平 14 経）

堀米　貴史 氏 （平25経）

●自転車　折りたたみ　4台

橋本　昌浩 氏 （昭 33 経）

●空気清浄機　1台

太田　雅彦 氏 （平 5 経）

●日立ふとん乾燥機　1台

●ニトリホールディングス賞　
　　ハンディマッサージャー　100台

佐々木　良 氏 
（平 9 年工）

●海外旅行
　2泊3日　ペア1組
●海外旅行
　2泊3日　ペア1組

『同窓の夕べ』
ビンゴ当選者

平成28年度

●海外旅行（2泊3日）ペアでご招待  1本 北海学園大学同窓会

●温泉旅行（定山渓・登別・洞爺1泊2日）
 ペアでご招待  5本 北海学園大学同窓会

●劇団四季「ライオンキング」札幌公演
 ペアでご招待  2本 劇団四季

●折りたたみ自転車  4本 北海学園大学同窓会

●空気清浄機  1本 北海学園大学同窓会

●日立ふとん乾燥機  1本 札幌トロフィー㈱

●音波振動歯ブラシ  1本 北海学園大学同窓会

●オーブントースター  2本 北海学園大学同窓会

●遠赤外線パネルヒーター  1本 北海学園大学同窓会

●タイガー魔法瓶ミキサー  1本 北海学園大学同窓会

●Nikon　デジタルカメラ  2本 ㈱ラボット

●東京ドームホテル札幌宿泊券  1本 東京ドームホテル札幌

●東京ドームホテル札幌食事券　5,000円  2本 東京ドームホテル札幌

●東京ドームホテル札幌オリジナル
 ビーフカレー  5本 東京ドームホテル札幌

●ホテルノースシティペア宿泊券  1本 ホテルノースシティ

●ホテルノースシティ食事券　5,000円  2本 ホテルノースシティ

●パークゴルフセット  3本 中道リース㈱

◦協　賛◦　平成28年度『同窓の夕べ』ビンゴ景品一覧 ★景品のご寄贈ありがとうございます

●ハンディマッサージャー 100本 ㈱ニトリホールディングス

●図書カード　5,000円  1本 中西印刷㈱

●フードプロセッサー  2本 北海学園大学同窓会

●お米券　4,000円  5本 ㈱須田製版

●東洋紡　高反発枕  2本 北海学園大学同窓会

●札幌パークホテル食事券　5，000円  6本 札幌パークホテル

●ワイン 20本 道路工業㈱

●芋焼酎　海童「祝の赤」 20本 カタギリ・
コーポレーション㈱

●JCBギフトカード  5本 ㈱アイワード

●JCBギフトカード　3,000円  3本 ㈱遊プラン

●非難防災セット  2本 北海学園大学同窓会

●SONY　USBポータブル電源CP-V3／
 ホワイト・ブラック

各5
計10本 ㈱マキ商会

●デザートゼリー詰め合わせ＆
 純国産ポテトチップス 20本 ㈱ナシオ

●清酒「北の錦」本醸造 12本 小林酒造㈱

●特別純米酒　まる田  6本 ジンコーポレーション㈱

●きな粉・片栗粉詰め合わせ 20本 ㈱坂口製粉所

●ナチュ高保湿ボディーソープセット  5本 ㈱すぎたま

●温泉旅行　道内温泉1泊 2日　ペア5組
川端　俊一郎 氏 （北海学園理事）
齋藤　有司 氏 （昭 42 短土）

　森　　幹弘 氏 （昭 49 法）
　佐藤　淳也 氏 （平 7 経）

神田　　勲 氏 （平 20 法）

※今回は都合により海外旅行記の掲載はありません
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第4回
「学園かえるカフェ」

2016年10月8日（土）
第9回

　第9回ホームカミングデーが平成28年10月8日（土）に大学と共催で開催されました。
　4回目となる「学園かえるカフェ」は、講演会「就活にも終活にも効く恋文（ラブレター）の綴り方教
室」を樽見弘紀法学部教授の進行で、1講目：田中綾人文学部教授「文豪・歌人たちの恋文（ラブレ
ター）」、2講目：井野葉子人文学部教授「源氏物語の恋文（こひぶみ）」を開催、田村卓哉経営学部教授
とのトークショーも行われました。
　また、7号館前特設テント「北海マルシェ」では、OBによる産地直送野菜・果物販売、苫小牧支部・
道南支部によるご当地特産品販売、蝸牛会による抽選会や輪投げに開店前から長い行列が出来まし
た。毎年大好評のOB異業種ネットワークによる「無料カイロ施術」（協力：日本カイロプラクティック
ドクター専門学院札幌校）、写真部OB会による「写真展」、「学食 deランチ」も開催され、250名以上
の方が参加しました。

左から、樽見弘紀法学部教授、田中綾人文学部教授、井野葉子人文学部教授、田村卓哉経営学部教授「北海マルシェ」

「無料カイロ施術」

写真部OB会
「写真展」

「学食deランチ」
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平成29年度一般入試、センター試験利用入試（Ⅰ期）、
併設校推薦入試の合格発表
　平成29年2月24日（金）一般入試、センター試
験利用入試（Ⅰ期）と併設校推薦入試の合格発表
が行われました。合格者は昨年より約100名減少
しました。午前10時の発表には受験生や家族が
訪れ、恒例のアメリカンフットボール部の学生
による胴上げもあり、祝福の拍手に沸きました。

全国の進学状況
　全国の18歳人口は、1992年度の205万人から2014年度の118.1万人と約
20年間で4割以上減少しています。2016年度は119万人と前年比約99.2％
と減少しましたが、2017年度は119.8万人（前年比100.7％、前々年比
99.8％）と若干ですが増加しています。北海道の18歳人口は、2015年度4.9
万人、2016年度4.8万人、2017年度4.6万人と推移し、今年度は前年比
96.5％、前々年比93.9％です。北海道の減少傾向は全国のそれより大きい
状況です。大学・短大への志願者は、1992年度入試をピークに減少し、こ
こ数年は75万人前後で推移しています。大学の入学定員は約65万人とピー
ク時からほとんど変化しておらず、近年は大学・短大全体での受験戦争が緩
和される傾向になっています。
　2017年度大学入試センター試験志願者数は全国で575,966人（2016年度
563,768人）であり、前年差＋12,198人、前年比102.2％と増加しています。
また、大学入試センター試験の現役志願率（センター試験現役志願者数/新
規高卒者数）は、2016年度より0.5ポイント上昇して43.9％と過去最高値と
なり、現役生の5人に2人がセンター試験に出願しています。北海道の2017
年度大学入試センター試験志願者数は18,585人（前年差－186人、前年比
99.0％）で、前年度より減少しています。

本学の志願状況
　本学の2017年度入試の志願者数（表1参照）は、一般入試の1部・2部合計
で4,109人、昨年比103.0％（121人増）。1部・2部別では、1部の志願者数
は3,551人、昨年比99.4％（20人減）。同様に2部はいずれの学部でも志願者
数を伸ばし、合計で558人、133.8％（141人増）と大幅に増加しました。今
年度の志願者の減少は1部（昼間部）の減少であり、特に北海道の18歳人口や

表1　平成29年度入試一般入試・センター試験利用入試（Ⅱ期を除く）入試状況

一般入試

学部・学科 募集人員
（人）

志願者数（人） 合格者数（人）
平成28年度 平成29年度 前年比（人） 前年比（％） 平成29年度

1
部

経済学部（経済学科・地域経済学科） 160 1,155 1,154 －1 99.9 510
経営学科 80 510 561 51 110.0 185
経営情報学科 70 351 359 8 102.3 146
法学部（法律学科・政治学科） 130 749 686 －63 91.6 315
日本文化学科 52 203 219 16 107.9 95
英米文化学科 49 201 178 －23 88.6 88
社会環境工学科 23 87 89 2 102.3 61
建築学科 20 159 121 －38 76.1 54
電子情報工学科 35 102 103 1 101.0 80
生命工学科 30 54 81 27 150.0 74

1部計 3,571 3,551 －20 99.4 1,608

2
部

経済学部（経済学科・地域経済学科） 42 151 190 39 125.8 97
経営学科 43 76 120 44 157.9 66
法学部（法律学科・政治学科） 72 134 182 48 135.8 121
日本文化学科 14 32 43 11 134.4 28
英米文化学科 11 24 23 －1 95.8 17

2部計 417 558 141 133.8 329
合計 3,988 4,109 121 103.0 1,937

センター試験利用入試（Ⅰ期）

学部・学科 募集人員
（人）

志願者数（人） 合格者数（人）
平成28年度 平成29年度 前年比（人） 前年比（％） 平成29年度

1
部

経済学部（経済学科・地域経済学科） 30 261 228 －33 87.4 122
経営学科 22 280 273 －7 97.5 185
経営情報学科 19 257 205 －52 79.8 137
法学部（法律学科・政治学科） 30 264 223 －41 84.5 125
日本文化学科 12 200 173 －27 86.5 126
英米文化学科 12 156 166 10 106.4 129
社会環境工学科 10 134 146 12 109.0 109
建築学科 12 185 136 －49 73.5 95
電子情報工学科 10 177 178 1 100.6 158
生命工学科 12 81 89 8 109.9 85

1部計 1,995 1,817 －178 91.1 1,271

一般入試・センター試験利用入試　合計 5,983 5,926 －57 99.0 3,208

※経済学部・法学部は学部単位の募集です。※2部合格者数は第2志望合格者含まず。

表2　平成29年度オープンキャンパス

開催日 受付時間 開催時間

第1回 6／ 25（日）

12：00～ 12：30～ 16：00第 2回 8／ 6（日）～7（月）

第3回 10／ 1（日）

夜間部（2部） 9／ 30（土） 17：30～ 18：00～ 19：30

＊�大学説明会・学部説明会・模擬講義・学生スタッフ相談・学内ツアー・お住まい相談など実施

表3　平成29年度ミニオープンキャンパス（地方開催）

開催日 会場 受付時間 開催時間

9／ 23（土） 旭川（旭川北洋ビル）

13：30～ 14：00～ 16：3010／ 14（土） 帯広（とかち館）

10／ 21（土） 函館（函館北洋ビル）

＊大学説明会・学部相談・推薦入試講座など実施
＊同時に在学生の保護者懇談会も実施、翌日の日曜日は在学生の保護者懇談会が開催されます。

表4　平成29年度青函進学フェア（東北学院大学との合同相談会）

開催日 会場 受付時間 開催時間

6／ 14（水） 函館（ホテル法華クラブ函館）
14：30～ 15：00～ 18：30

6／ 16（金） 青森（ねぶたの家ワ・ラッセ）

＊個別相談（入試・在学生懇談）・写真パネル展示など実施

入試課長　西 村　元入試動向について2017年度

大学入試志願者数の減少や経済状況の厳しさによる国公立大学志向の強ま
りや受験校数の絞り込みが、一層顕著に現れました。1部において、今年度
志願者数が減少したのは経営学部を除くすべての学部です。前年比で見る
と工学部建築学科（76.1％）の減少が大きく、次に人文学部英米文化学科
（88.6％）、法学部（91.6％）です。1割以上増加したのは、経営学部経営学科
（110.0％）と工学部生命工学科（150.0％）です。生命工学科は、前年度志願
者が減少しましたが今年度は戻りました。一方、2部（夜間部）は141人と増
加しました。社会人、学び直しの方や意欲のある学生に入学してもらえる様、
2部対象の相談会や広報を長年にわたり継続した結果といえます。
　また、センター試験利用入試（Ⅰ期）の志願者は、全体で1,817人となり、
昨年比91.1％（178人減）となりました。内訳を見ると、経済学部で対前年比
87.4％、経営学部経営学科で97.5％、同経営情報学科では79.8％、法学部
で84.5％、人文学部日本文化学科で86.5％、工学部建築学科で73.5％、工
学部全体では95.1％となっています。今年度のセンター試験は、昨年度と
比較して5教科8科目文系型で平均点が9点以上アップ、5教科7科目理系型
で平均点が2点ダウンしました。このセンター試験の平均値に加え、近年の
受験生が安全志向であること、道内経済状況が緩やかに持ち直してはいるも
ののまだまだ厳しい状況であることも関係すると考えられます。本学受験生
は、国公立大学との併願が多く、文系では小樽商科大学・北海道教育大学、
理系では室蘭工業大学・北見工業大学等と合格ラインが重なるため、本学
合格者の手続に少なからず影響が出るでしょう。
　このような1部（昼間部）の志願者減少は、18歳人口の減少の他、高校での
進学指導の国公立志向や道内外の国公立大学の積極的な募集活動の影響が
あります。近年、道外大学の札幌での地方試験会場設置は年々増加していま
す（今年度75校）。さらにネット出願を行う大学は、全国私立大学の約半数と
なり（道内でも6大学が導入）、入試の多様化とも相俟って、道外への進学者
数の割合は高留まり傾向にあります。具体的には2014年30.9％、2015年度
31.7％、2016年度32.9％となっており、道内私立大学への影響は大きいと
いえます。本学と競合する道内外の国立大学の動向を見てみると、弘前大学
では個別試験の変更があり、人文社会科では総合問題が小論文に代わりまし
た。岩手大学では理工学部の定員の変更が行われました。北見工業大学で
は学科再編による大規模な改組が行われています。また、文部科学省による
入学定員管理が厳格化し、本学でも入学定員の超過見直しが行われていま
す。これに伴い、本学では合格者数が減少しました。
　前述したように、道内の18歳人口の減少は全国の減少より大きく、よ
り良い学生を少しでも多く確保したい道内の大学にとって非常に厳しい
状況です。本学では、推薦入試の比率が他大学に比べて低く、一般入試・
センター試験利用入試ともレベルの高い入学試験が行われております。
この厳しい入学試験を経た向学心旺盛な学生が多数入学してきます。本
学では、受験生自身が「大学で何を学びたいか」、「将来何を目指したいか」
など、目標・目的をもって進学してもらうため、オープンキャンパス（表
2参照）、ミニオープンキャンパス（表3参照）、各高校での出前講義・説
明会、各地における相談会等を積極的に開催しております。2部（夜間部）
対象の相談会では、社会人や学び直しを考えている方への説明を行い
ます。また、東北学院大学との「青函進学フェア」（表4参照）は、3年目を
迎え東北地区と渡島地区の方へ合同相談会を行います。是非、多くの方
に参加していただきたいと思います。
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キャリア支援センター
事務長心得

河井　裕司
就 職 戦 線就 職 戦 線

公務員・教員登録状況 （2017年1月末現在）
2017年／3月
卒業（人）

2016年／3月
卒業（人）

国家公務員総合職 1

国家公務員一般職 95 89

国税専門官 10 30

労働基準監督官 3

財務専門官 1 5

裁判所職員一般 4 6

皇宮護衛官（大卒程度） 2 1

自衛隊幹部候補生 7 5

自衛隊一般曹候補生 6

北海道職員

一般行政 41 39

教育行政 8 22

技術系 2 11

警察行政 9 33

小中学校事務 1 4

北海道警察
男性 66 60

女性 12 7

警視庁警察官 10 16

その他警察官 1

札幌市

行政 36 33

技術系 5 10

学校事務 2 6

消防 11 10

その他市町村 57 82

その他　※ 78 79

小計（公務員） 468 548

公立学校教員 2 11

総計 470 559

※国立大学等独立行政法人、東京消防庁など

学部別男女別内訳 （2017年1月末現在）
経済学部 経営学部 法学部 人文学部 工学部 合計（人）

Ⅰ部
男子 148 132 124 43 202 649

女子 67 87 71 81 22 328

Ⅰ部計 215 219 195 124 224 977

Ⅱ部
男子 37 32 41 14 124

女子 9 14 23 18 64

Ⅱ部計 46 46 64 32 0 188

合計 261 265 259 156 224 1,165

就職ガイダンス保護者懇談会

　昨今は、就職活動の時期が目まぐるしく変化しています。

採用活動開始が、一昨年は 8月から、昨年は 6月と、学生

には就職活動の準備をするうえで、ペースを掴むのに苦労

があったと感じています。採用環境は「売り手市場」と言

われるものの、やはり就職活動は事前の準備が重要になり

ます。意中の企業から内定を得るためには、業界研究・会

社研究・自己分析等は欠かせないものになっています。

　2017 卒の学生の就職活動を振り返ると、就職情報会社

や国、自治体が主催する就職に関する多数のイベントがあ

り、就職に関する情報過多な状態であったのではないかと

感じます。学生自身が情報の取捨選択を上手にできたかど

うかが、大きなカギであったと言えます。キャリア支援セ

ンターでは、就職活動のスケジュールに合わせて、学生に

とって有益となる支援内容や情報を準備しておりますの

で、就職相談も含め、最大限に活用をしてほしいと考えて

います。

　また、最近の企業側の学生に対するアプローチとして「イ

ンターンシップ」が盛んになってきています。2016 年夏

には、本学の 3年生約 450 名がインターンシップを経験

していますし、就職活動プレ期（3年生の秋から春にかけて）

には、複数の企業でのインターンシップに参加する学生も

増えています。

　公務員試験に関しては、人物重視の傾向が続いています。

本学の学生の合格状況は、表のとおり大健闘をしています。

特に国家公務員（総合職・一般職）に関しては、昨年の実

績を上回っています。

　今後は、学生の就職に関して是非、OB・OGの方々のお

力添えをいただき、学生の納得のいく就職活動を支援して

いきたいと考えています。
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てきたわけです。現在では大豆が日本一の作付面積を誇るまでに
なっています。土地改良事業も治水を核に展開、大区画農業へと
転換し、かつ作るだけではなく加工、販売までという付加価値を
つけた6次産業化を推し進めています。例えば、作付面積日本一
の大豆を町内で豆腐に加工する計画なども進行しています。その
ようなこともあり若い農業後継者が毎年10数人誕生しています。
　地理的な側面から見ますと新千歳空港から車でおよそ30分、
札幌市からおよそ1時間というアクセスのよさを活かしてグリー
ンツーリズムを促進。小中学生、高校生の宿泊体験の受け入れを
行って、これまでに3万人余の子どもたちが農業体験をしていま
す。観光での入り込みは年間90万人余です。農家の人たちが自
分でレストランを開業しアップルパイやキッシュ、ピクルスなど
を作って販売、人気を呼んでいますね。

～環境を用意したらあとは町の皆さんが自由に～

　町の財政についてもいわゆる“箱もの行政”とは違う方向を目指
してきています。私が町長に初当選したときからの約束で、町の財
政の健全化を図ってきました。長沼のように財政規模の小さい町で
も一般競争入札を導入し、職員ばかりか町の人たちの意識を変えて
きました。私自身、町長としての給料を減らしましたが、職員の給
料を減らすことは一切していません。ですから2期8年、平成28
年の8月の選挙で3期目に入ることができましたが、194億円あっ
た借金を60億ほど減らして130億まで減らしています。
　私の役割は道すじを考えることで、町を取り巻く自然を活かし
て環境整備を行い、魅力ある町づくりを進めていきます。移住定
住計画では「優良田園住宅」で150坪から200坪の土地に住宅
を建て、隣接して農地を提供することも進めています。町が考え
て環境をある程度整備したら、その後は町の人たち、企業の皆さ
んがいろいろなアイデアを出してくれます。

～失敗を恐れずに新しいことに挑戦することが大事～

　たくさんの同窓生が北海道の地方自治体で公務員になって活躍
していますが、長沼町でも職員120人余の中で北海学園大学卒は
21人います。今、同窓会の支部を立ち上げようと後輩がやってい
るようです。私自身も大学時代の同窓仲間で「三酔会」という親
睦会を作って交流をしています。若い後輩の皆さんには、失敗を
恐れずにダメなことばかりを考えずに物事に取り組んで欲しいで
す。考えてみればそこにあるのは北海学園の「開拓者精神」や「百
折不撓」という理念と同じような思いですね。

輝く輝く輝く北のまち北のまち 紹介リレー
⑧ 長

ながぬまちょう

沼町 ～キャッチフレーズは「そこなしにうまい長沼町です。」～ 人口：11,345人
（平成27年12月31日現在）

面積：168.52km2
（平成28年12月31日現在）

楽しくてウイットに富んだ名刺が数種類

　町長の名刺は長沼をアピールするた
めに数種類が用意されています。それ
ぞれに町の自慢を一点ずつポスター風
にレイアウトしたものです。例えば「大
豆」は“健康の呪文「イソフラボン」じゃ
んじゃん食らえ！長沼町は北海道の大
豆生産量が一位”、「どぶろく」は“に
ごり酒大好き。私の心は、澄んでいます。
長沼町は「どぶろく特区」認定”といっ
た具合です。そこに共通して書き込ま
れているキャッチフレーズが“そこなしにうまい長沼です。”
というもの。この名刺を一目みただけでふっと口元が緩みます。

～長沼に育てられ長沼に恩返しをする～

　私は生まれたのもここ長沼、
育てられたのもこの長沼の町で
す。両親は戦後満州から引き揚
げて来て農家だった祖父の元で
農業を始めました。私が高校2
年の時に母が亡くなり、北海学
園大学に入って2年生の時に父
も亡くなりました。母が亡く
なってから父は再婚していまし
たので、残された家族の面倒を
見るのに私が農業をやりなが
ら、大学に通いました。夕張鉄
道に乗れば大学まで1時間半ほ
どで着きましたから、朝早く仕
事をして大学に行く。農繁期は

授業を休むことも多かったですが、友達からノートを借りて勉強
しました。昔は先生もそのあたりは理解してくれていたと思いま
す。70年代、全国の大学が学生運動で揺れていた時代ですが、
北海学園大学も学費値上げ反対運動で揺れていました。偶然、私
がテレビに映し出されていたのを父親が観ていて、お前、何しに
大学に行っている、と怒られたのを覚えています。
　私自身は近隣の農家の人たちに本当に助けられました。手伝っ
てもらったお礼を出すこともできない規模の小さな農家でしたか
ら、お礼は一人前になってからでいいと言われたときは、とても
有り難かったですね。
　大学を出て就職を農協にするか役場にするか迷ったのですが、
役場の試験に合格したので、そのまま役場で仕事をすることにし
ました。配属されたのが産業課、そこでは伝貧（でんぴん）検査
（馬伝染性貧血を省略した表現）も仕事の一つでした。私は養豚
もしていましたから、全くその仕事を苦にせずに手際よくこなし
たので先輩にも認められました。私自身が農家の大変な苦労を分
かっているので、農家の人たちからも信頼をされ、いろいろな相
談をされましたね。

～町全体を6次産業化することで豊かにさせる～

　ご存知のように長沼町は農業を産業の中心として発展してきま
した。平成29年は開拓から130周年を迎えますが、ずっと稲作
中心だったのを小麦や大豆、野菜ではブロッコリーや玉葱などの
高収益野菜へ生産転換を進めて今日に至っています。稲作は全盛
期で 9000ha あったのが今は 2000ha にまで減りました。昭和
42年には 60万俵＝24万石、およそ36万トン余の米の収穫で
した。それが国の農業政策の転換に対応して、考える農業に転じ

　北海道内の町を訪問し卒業生とのインタビューを通じて、
町の紹介をしながら地域の魅力を再発見していく企画、第 8
回目は長沼町です。
　昨年末の 12月 27 日、札幌から日高方面につながる国道
274 号を東に走り、千歳川を越えたところから馬追運河沿
いに道道 3号に入って役場を目指しました。一面が雪に覆
われていましたが、春になれば豊かな田園風景が広がる魅力
にあふれる地域です。
　平成 28 年 8月で 3期目に入った戸川雅光町長の町づく
りに寄せる熱い思いをお話いただきました。

戸川雅光長沼町長
（昭和46年経済学部経済学科卒業）
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英語を手がかりに言葉の世界を探る
　言語には不思議なところがたくさんあります。母語は特別な教育
を受けることなく、誰にでも獲得が可能です。ところが外国語となる
と勉強をしてもなかなか母語話者のように操ることは出来るようにな
りません。また、話し手が自らの思いを言葉にして表現すると、聞き
手は話し手の思いを自らの頭の中で再構築し、相手の意図を理解す
ることが出来ます。同じ事は、読み手と書き手の関係にも当てはまり
ます。その時、話し手と聞き手を媒介するものは主として言葉です。
コミュニケーションが成立するというのは、話し手と聞き手が同じ「言
葉のルール」すなわち文法を共有しているからに他なりませんが、
そのルールとはどのようなものなのか。母語の場合は、無意識のう
ちにそれを身につけてしまうので、普段は自覚されませんが、そのよ
うな目に見えない言葉のルール、あるいは言葉の背後に潜む原理や
規則性を探ることが、私の研究テーマです。
　私が言葉、特に英語に興味を持ったのは、小学生の時に、英語の
筆記体に日本語とは違った魅力を感じたり、また「名前」のローマ
字表記namaeと英語のname、あるいは否定を表す「～ではない」
のnaiと英語のnotが同じn音で始まることに気づいたりした時だっ
たかもしれません。残念ながら、この類似は単なる偶然に過ぎなかっ
たのですが、言葉がもっている面白さにとりつかれました。英語の勉
強をしてみたいと考えるようになったのは、私の場合は英語そのもの、
英語の文法や構造自体を考えることが楽しかったからです。北海道
大学の文学部へ進学したのもそれが理由でした。将来的には高校の
教員になるという選択肢もありましたが、大学院生の勉学に打ち込
む姿にも憧れて、自分が一番好きな英語の文法研究をやって一生を
過ごすのも悪くないと思い研究者の道を目指しました。
　今の時代、社会に出て英語だけで勝負するというのはなかなか難
しいと思いますが、英語を取り巻く英米文化や英語という言語を色々
な角度から知ることによって、他人と差別化されるようなものを身に
つけられると考えています。近年、大学で学ぶことについても効率
ばかりを優先する傾向が強いのですが、「すぐ役にたつことは、すぐ
に役にたたなくなる」とも言います。大学は専門学校とは違います。
真に必要とされるのは、すぐには役立たなくとも、いざという時に自
分の生きる方向性を定めてくれるようなものです。そうした深い教養
に根ざした人間的な魅力や総合的な人間力こそ、今日のように複雑
化した社会で生きていく上で真に求められるものだと思います。儲
からないと意味がないという風潮よりは、人生を豊かにしてくれるも
のを学んだり楽しんだりすることの大切さにも目を向ける必要がある
のではないでしょうか。ただ、こうした思いは、今の時代、なかなか
理解してもらえないというもどかしさはあります。しかし、それが長
い目で見たときに自分自身の成長、社会のあり方に何らかの役にた
つと信じたいと思います。

研 究 室 の い ま

上野　誠治
人文学部英米文化学科教授・
学部長

UENO Seiji

■経　　歴  1958（昭和 33）年小樽市生まれ。1987（昭和 62）年北海道大学大学院文学研究
科英米文学専攻博士後期課程満期退学・文学修士、同年東日本学園大学（現北海道医
療大学）教養部講師、1988 年釧路公立大学経済学部講師、1992 年北海学園大学教
養部助教授、1998 年北海学園大学人文学部英米文化学科助教授、2003 年同学部同
学科教授、ブリティッシュ・コロンビア大学（カナダ）言語学科研究員兼任（2004
年 3 月まで）、2016 年北海学園大学人文学部長

■所属学会  日本英語学会、日本歴史言語学会、日本英文学会など
■主な業績  『言葉の窓から見える風景』共同文化社、2014 年

―担当科目
	 	学　部　	英語学概論Ⅰ、英語学特論Ⅰ
	 大学院　	英語研究特殊講義Ⅰ

文化を学ぶ　世界と繋がる
　2016年 4月に人文学部長に就任しましたので、少し人文学部に
ついても触れたいと思います。人文学部は1993（平成5）年、「北
の大地における新しい人文学の創成」を教育理念として開設され、
以後、北海学園大学におけるリベラル・アーツ教育の中心的な役割
を担っていると自負しています。学部のモットーは「文化を学ぶ　世
界と繋がる」です。現在、学部を構成する日本文化学科と英米文化
学科で展開されるカリキュラムは、「言語文化」「思想文化」「歴史文化」
「環境文化」という4つの共通する科目群を設定しており、学生は自
らの知的関心に応じて、所属する学科を越えた幅広い学びもできるよ
うに工夫されています。グローバル化した現代においては、異文化を
排除せず、相互に理解し合い認め合うことによって、さまざまな文化
と共生していくことが大切だからです。自文化についての理解を深め
るだけではなく、異文化についても広く学ぶ必要があります。その一
環として、関西方面での研修を中心とした日本文化特別演習、カナ
ダのレスブリッジ大学やブロック大学での英米文化特別演習と国際
文化特別演習、韓国の大田大学校で実施される日本語教育特別演習
などのプログラムが用意されています。
　学部教育の特徴としては、人文学基礎演習、日本語文章表現演習（1
年次）、人文学演習（2年次）、専門演習（3年次）、そして卒業研究（4
年次）というように、少人数の演習を積み上げていく中で学生同士が
切磋琢磨できる点があげられます。このような学修経験を通じて、学
生たちは徐々に人文学的な素養を身につけてきたことに加えて、近年、
上級生が自主的に新入生歓迎会を企画運営したり、4年生が就活塾
を開いて自らの経験を後輩たちに伝授したりといった様子も見られる
ようになり、それが伝統になりつつあります。たいへん頼もしく思っ
ています。
　学生たちが大学で過ごす4年間は、彼らが社会に飛び出す前の熟
成期間でもあります。その限られた時間の中で、学問の楽しさ、時に
は苦しさを味わいながら、その過程で身につけた語学力や人間力、人
文学部ならではの人間に関する深い洞察力やコミュニケーション力を
武器にして、社会に出たときに大きく飛躍してほしいと願っています。

人文学部新入生歓迎会　2016 年 4 月
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経済学部経済学科
26 期　1979（昭和 54）年卒

札幌東急REI ホテル、札幌エクセルホテル東急　総支配人

八島　利幸 氏
Yashima Toshiyuki

北海学園大学進学のきっかけ
　高校3年時に実は公務員に合格していましたが、これか
らの時代は大学を出ていたほうがいいという先生の薦めも
あって大学受験もしました。国立大学は残念ながら不合格
だったのですが、北海学園大学は見事に合格、公務員にな
るのをやめて進学をしました。
　70年代の大学は揺れ動いていましたから、勉強をした
というよりは研究会や友人との交流の思い出しか残ってい
ません（笑）。所属した会計研究会での合宿では、麻雀の
点棒の数え方を先輩から教えてもらい、酒の飲み方も勉強
しました。もちろん研究会の目的である簿記の資格を取る
勉強もしました。そこで日商の商業簿記検定を受けて2級
資格を取りました。会員は30人前後いましたのでソフト
ボールの大会にも参加したりして、とにかく楽しかった。
　卒業後は地元に戻り就職をしました。

ホテル業界への転職
　北見東急インへの転職には、学生時代に3年間、ホテ
ルでアルバイトを経験していたのでおよその仕事の内容は
理解していましたから、おそらくそれがきっかけの一つ
だったのだろうと今振り返ってみれば思います。最初の配
属は宿泊予約の担当で、北見の場合は観光というよりはビ
ジネス客の方が圧倒的に多かったですね。
　それから20年間、北見東急インにいました。2002年
に管理支配人として釧路東急インに異動してからは、3年
から4年ごとに転勤がありました。北見に家を建てていた
ので以後はずっと単身赴任でした。釧路、札幌と移り、
2010年には島根の松江に異動になりました。持っている
電気製品が使えるのだろうかと妻と二人で悩みましたよ。
電源周波数が松江の方は60khz、北海道は50khz ですか
ら。今では笑い話ですがそれほどこの松江への異動は驚き
でした。そこから神戸に異動して札幌に戻ってきたわけで
す。それぞれの地域、ホテルの立地条件によって客層は観

光客が主だったり
ビジネス客が 主
だったりと違います
から、いろいろと勉
強になりました。
　現在は札幌東急
REI ホテルと札幌
エクセルホテル東
急の二つのホテル
合わせて120 名余

■プロフィール
留辺蘂町出身、大学卒業後に紋別市の衣料品量販店に就職、1982（昭和 57）
年北見東急インの開業と同時に転職、ホテルマンとしての道を歩みはじめる。
2002（平成 14）年釧路東急イン管理支配人、2006（平成 18 年）札幌東急
イン管理支配人、2010（平成 22）年松江エクセル東急総支配人、2013（平
成 25）年神戸元町・三宮東急 REI ホテル総支配人、2016（平成 28）年 4
月札幌東急 REI ホテル・札幌エクセルホテル東急の総支配人に着任。

のスタッフの働きやすい環境づくりに日々、努力を重ねて
います。お客様に満足していただくのがホテルでは一番重
要なことなのですが、そのためのサービスを提供するのは
スタッフ一人ひとりの仕事に対する姿勢にかかっていま
す。休みが不規則になりがちなスタッフが楽しく働くこと
ができる環境を整備することが、今の私の仕事です。もち
ろんホテルを利用されるお客様をお迎えしたりお見送りし
たり、宴会やレストランの状況を日々確認したりするのも
総支配人としての日常業務です。お付き合いでお酒を飲む
こともありますが、これは大学時代に鍛えられたお蔭でで
きています（笑）。
　もうひとつはホテル業には必ずあるお客様からのクレー
ムに対する対応です。これにはすぐに対応する必要があり
ますから、責任ある立場としては休日でもすぐに行動を起
こします。似たようなクレームが過去にあったとしてもお
客様一人ひとり事情が違いますから、きちんとお話を聞い
て、すぐに納得いただく必要がありますね。クレームから
勉強させてもらっています。いずれにしてもホテルの仕事
とは日々、常に新しいことを考えそれを企画に活かし、お
客様に喜んでいただくことを形にしていくことが求められ
ます。

同窓のつながりと若い人たちへ
　東急グループで北海学園大学卒業の同窓会組織として東
園会というのがありまして、会員数は50人前後で定期的
に情報交換会のようなことを開催しています。同窓のつな
がり、人脈というのは大事にしていく必要があると思いま
す。特に北海学園大学の同窓生は多方面で活躍しています
からね。
　このように同窓の絆を大事にする大学ですから、若い後
輩にも是非、積極的に自分を売り込む姿勢をもって欲しい
です。1990年代に石ノ森章太郎の漫画『HOTEL』がTV
ドラマになって人気を呼んだお蔭なのか、その頃はホテル
業界で働きたいという若者が増えたこともありました。現
在は、仕事柄、他の人たちがお休みの時に働かなければな
らないとか、仕事時間が不規則になりがちだといったこと
で人材の確保に苦労しています。しかし、ホテルの仕事は
やりがいがあり、面白いと私は思っています。
　私は、東急ホテルズグループの一員として、自分たちが
働くところが安全で安心できる居心地のいい、働く仲間＝
アソシエーツにとってグッドカンパニーでなければ、お客
様の満足度を最高のものにはできないと考えています。最
後になりますが、現役学生の皆さんには勉強以外のことで
も自分のやってみたいことを大切にしてもらい、今しかで
きないことに果敢に挑戦してほしいと思っています。
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と
て
も
い
い
で
す
ね
。

─
現
在
3
年
生
で
す
が
所
属
さ
れ

て
い
る
ゼ
ミ
は
。
ま
た
、
将
来
に
つ

い
て
は
？

玉
山　

小
島
康
次
ゼ
ミ
で
学
習
心
理

に
つ
い
て
ド
ラ
ッ
ガ
ー
を
基
礎
に
勉

強
し
て
い
ま
す
。
兄
が
A
級
ラ
イ
セ

ン
ス
の
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
で
プ
ロ
の
世

界
を
身
近
に
感
じ
て
い
る
の
で
、
自

分
は
一
般
の
企
業
に
就
職
し
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

坂
本　

3
年
、
4
年
は
必
修
で
は
な

い
の
で
、
ジ
ム
に
通
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
授
業
時
間
が
重
な
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
っ
て
ゼ
ミ
に
は
入
っ
て
い
ま

せ
ん
。
将
来
的
に
は
ア
マ
チ
ュ
ア
で

タ
イ
ト
ル
を
取
れ
れ
ば
、
仕
事
を
持

ち
な
が
ら
で
も
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
と
し

て
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

部
室
に
掲
げ
て
あ
る
「
文
武
両

道
」
「
心
技
体
」
「
継
続
は
力
な
り
」、

そ
し
て
「
部
員
心
得
・
練
習
は
不
可

能
を
可
能
に
す
る　

才
能
と
は
努
力

で
き
る
力
が
あ
る
こ
と
で
あ
る　

勝

つ
こ
と
よ
り
も
勝
つ
た
め
に
日
々
取

り
組
む
真
剣
な
姿
勢
が
大
切
で
あ

る
」
と
い
う
言
葉
を
胸
に
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
は
続
き
ま
す
。

（
12
月
8
日
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

に
肉
を
多
く
摂
っ
て
い
ま
す
。
野
菜

も
あ
ま
り
食
べ
な
い
で
す
ね
。

玉
山　

ボ
ク
シ
ン
グ
を
は
じ
め
た
頃

は
試
合
前
の
2
週
間
ぐ
ら
い
は
夜
も

食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
ボ
ク
シ

ン
グ
は
恰
好
い
い
け
れ
ど
や
は
り
こ

ん
な
辛
い
こ
と
が
あ
る
厳
し
い
ス

ポ
ー
ツ
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
自

分
は
か
な
り
食
べ
る
ほ
う
で
す
が
、

体
重
を
3
㎏
程
度
は
す
ぐ
に
落
と
せ

る
の
で
、
今
は
特
に
苦
労
し
て
い
ま

せ
ん
。

─
現
在
ボ
ク
シ
ン
グ
部
は
11
人
の

部
員
が
い
ま
す
が
、
部
室
が
と
て
も

整
理
整
頓
さ
れ
リ
ン
グ
も
き
れ
い
で

す
ね
。
部
室
に
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
、

自
然
に
背
筋
が
ピ
ン
と
す
る
印
象
を

持
ち
ま
し
た
。

坂
本　

こ
れ
は
ボ
ク
シ
ン
グ
部
の
伝

統
で
す
。
き
れ
い
に
し
て
い
る
と
練

習
も
し
や
す
く
質
も
高
ま
り
ま
す
。

精
神
的
な
と
こ
ろ
で
も
意
欲
が
高
ま

り
ま
す
か
ら
ね
。
一
緒
に
練
習
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
女
性
の
部

員
も
一
人
い
ま
す
よ
。

玉
山　

ボ
ク
シ
ン
グ
と
い
う
ス
ポ
ー

ツ
は
出
場
す
る
の
に
条
件
が
あ
る
自

己
責
任
の
個
人
戦
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

自
己
管
理
の
甘
い
と
こ
ろ
を
出
し
て

し
ま
う
と
自
分
に
そ
れ
が
還
っ
て
き

ま
す
。
で
す
か
ら
試
合
が
終
わ
っ
た

後
の
充
実
感
が
結
果
を
抜
き
に
し
て

3
位
。
一
方
、
坂
本
さ
ん
は
国
体
で

5
位
、
全
日
本
で
は
初
戦
敗
退
と
い

う
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。
個
人
競

技
の
中
で
も
ハ
ー
ド
な
ス
ポ
ー
ツ
で

す
が
、
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
。

─
お
二
人
と
も
2
0
1
6
年
度
の

第
71
回
国
民
体
育
大
会
、
第
86
回
全

日
本
ボ
ク
シ
ン
グ
選
手
権
大
会
に
出

場
、
玉
山
さ
ん
は
国
体
で
は
残
念
な

が
ら
初
戦
敗
退
で
す
が
全
日
本
で
は

坂
本　

小
学
生
の
頃
か

ら
ボ
ク
シ
ン
グ
を
や
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
周
囲
に
や
れ
る

環
境
が
な
か
っ
た
の

で
、
中
学
と
高
校
で
は

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
で

も
高
校
2
年
生
の
終
わ

り
頃
に
ど
う
し
て
も
ボ

ク
シ
ン
グ
を
や
り
た
く

な
っ
て
、
自
宅
近
く
の

ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム
に
行

く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
と
に
か
く
男
ら
し

く
て
強
く
て
恰
好
い
い

と
い
う
の
が
ボ
ク
シ
ン

グ
を
好
き
に
な
っ
た
理

由
で
す
ね
。
小
学
校
の

卒
業
式
の
時
に
将
来
の

夢
を
話
す
場
面
が
あ
っ
て
、
そ
の
時

に
ボ
ク
シ
ン
グ
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

な
り
た
い
、
と
言
っ
た
の
を
今
で
も

は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま
す
。

玉
山　

自
分
は
小
学
校
か
ら
北
海
高

校
ま
で
ず
っ
と
サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て

い
ま
し
た
。
大
学
に
入
っ
て
も
ち
ろ

ん
サ
ッ
カ
ー
部
に
入
り
ま
し
た
が
、

自
分
の
夢
で
あ
る
全
国
大
会
出
場
の

目
標
を
達
成
す
る
に
は
、
団
体
競
技

よ
り
も
個
人
競
技
の
方
が
実
現
で
き

る
と
考
え
て
ボ
ク
シ
ン
グ
部
に
移
り

ま
し
た
。
兄
が
ボ
ク
シ
ン
グ
を
や
っ

て
い
て
頭
の
ス
ミ
の
ほ
う
に
や
っ
て

み
た
い
、
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
こ

と
も
始
め
る
き
っ
か
け
で
し
た
ね
。

最
初
の
時
は
み
ん
な
に
ボ
コ
ボ
コ
に

さ
れ
て
、
鼻
血
が
出
て
ひ
ど
か
っ
た

で
す
け
ど
（
笑
）。

坂
本　

た
い
て
い
の
人
は
ス
パ
ー
リ

ン
グ
を
し
て
鼻
血
を
出
す
と
も
う
そ

こ
で
や
め
ま
す
。
で
も
、
玉
山
三
四

郎
は
そ
こ
で
残
っ
た
の
が
す
ご
い
で

す
よ
（
笑
）。

─
体
重
別
の
競
技
で
練
習
メ

ニ
ュ
ー
や
自
己
管
理
に
と
て
も
厳
し

い
面
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

坂
本　

ア
マ
チ
ュ
ア
ボ
ク
シ
ン
グ
で

は
試
合
当
日
に
計
量
で
、
試
合
が
終

わ
っ
た
次
の
日
に
も
計
量
が
あ
り
ま

す
。
で
す
か
ら
大
会
期
間
中
は
ず
っ

と
体
重
を
維
持
し
て
い
か
な
い
と
い

け
な
い
。
一
気
に
減
量
す
る
と
か
増

加
さ
せ
る
と
か
が
で
き
な
い
の
で
、

日
頃
の
節
制
が
大
事
に
な
っ
て
き
ま

す
。
僕
は
バ
ン
タ
ム
級
で
56
㎏
、
そ

こ
か
ら
常
に
3
㎏
ぐ
ら
い
上
に
保
っ

て
い
て
、
試
合
の
あ
る
一
週
間
前
あ

た
り
か
ら
食
事
を
制
限
し
て
い
け
ば

リ
ミ
ッ
ト
に
も
っ
て
い
け
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
食
事
は
米
や
う
ど
ん

と
か
の
炭
水
化
物
は
あ
ま
り
食
べ
ず

日
々
の
厳
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
結
実
し

全
国
大
会
で
好
成
績
を
収
め
る
!!

現
役
学
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

北
海
学
園
大
学
ボ
ク
シ
ン
グ
部

玉
山
三
四
郎
さ
ん

（
経
営
学
部
1
部
経
営
情
報
学
科
3
年
／
主
将・ラ
イ
ト
ヘ
ビ
ー
級
）

坂
本
　佳
朗
さ
ん

（
法
学
部
2
部
政
治
学
科
3
年
／
バ
ン
タ
ム
級
）

写真左　玉山三四郎さん（身長183cm／ライトヘビー級81kg）
写真右　坂本佳朗さん（身長168cm／バンタム級56kg）
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　平成 28 年度全国支部長会議が、10 月 29 日（土）12 時より札
幌パークホテルにて開催され、全国 43 支部から支部長と支部長代
理が出席して支部活動の現況報告等について同窓会役員と意見交
換がなされました。また、木村和範学長より「大学は、いま」と
題して大学の現況報告、小坂直人経済学部教授による出前講義「電
力会社を選ぶ時代」が行われました。

平成 28年度

全国支部長会議

第78号 平成29年3月15日（12）豊　平　會　報

役　員 氏　名 支 部 名 氏　名 支部名 氏　名 支部名 氏名

会　長 森本　正夫 空知支部 安藤　雄一 岩田地崎建設支部 三好　　修 応援団 OB 尚志会 代理　桑山　和夫

副会長 名塩良一郎 苫小牧支部 森　　幹弘 北広島市役所支部 櫻井　芳信 会計学友会 照井　俊夫

関　　　寛 釧路支部 花井　紀明 稚内支部 高坂　国隆 写真部 OB 会 成田　民治

宮本　雅次 北見支部 小林　　博 江別市役所支部 代理　東　　嘉一 サッカー部 OB 会 阿波　昭則

事務局長 髙田　哲也 根室支部 端　　明彦 木端会 白鳥　健志 岩見沢市役所支部 瀬尾　裕明

常任幹事 桑山　博年 自衛隊支部 浅田　哲治 北杜会 工藤　一幸 山岳部 OB 会 山際　廣昭

杉山　隆俊 札幌東区支部 佐藤　寿一 北翔会 工藤　康雅 リコージャパン支部 鈴木　紳一

大澤　定雄 豊陽会 後藤　　哲 北門会 本間　敦志 札幌南区支部 五味川博都志

小林米三郎 石狩市役所支部 及川　浩史 帯広信用金庫支部 松井　浩行 ※経三期会 宮崎　文彦

成田眞利子 北海学園大学支部 堀内　　彰 ゆうほう会 板垣　俊夫 ※経五期会 藤野　直也

須田　勝一 東京支部首都圏会 岩井　久則 静内支部 増本　裕治 ※経六期会 土橋　舜平

濱川　俊久 道南支部 福田　和夫 関西支部 澤　　定夫 ※経八期会 田中　　眞

常任監事 高岡　昌和 旭川支部 齋藤　昂一 伊藤組土建支部 山下　斉之 ※蝸牛会 木津谷士朗

横谷　貞夫 つうけん支部 大石　康文 千歳支部 石塚　雅樹

小樽支部 金澤　　治 東園会 大庭　雄一

※準支部

瑞宝小綬章受章

　中村　誠二 氏
 （昭和 35 年経済学部経済学科卒業）

超難関試験に現役学生合格！！
　
経営学部経営情報学科 3 年

　笹本　拓実 さん（今村　聡ゼミ）

平成28年春の叙勲 平成28年公認会計士試験合格者
短
　
信

平成 29 年度「全国支部長会議」は 10 月 28 日（土）
正午より札幌パークホテルにて開催予定です。



先生、経済学部長の森下宏美教授、OBメンバーの奥様方です。
合唱に興味のお持ちの方はいつでも歓迎いたします。
　今回の演奏会は関係各位の努力により記録ずくめでした。参
加者はこれまでの最高70名を超えました。観客動員数も過去
最高でした。広報として地下鉄や区役所等にポスター掲示した
こと、道新に広告案内を掲載されたこと、J：COMテレビ放送
されたこと、主催を札幌市民芸術祭実行委員会としたことも大
きかったと考えられます。
　まだまだ男声優位なため女性をトップテナーに入れました。
曲紹介もプログラム紙面限界を超えてホームページにも掲載し
ました。男声合唱曲はマニアックなものが多く一般の人たちに
は馴染みにくいので、第3ステージ「歌謡デラックス」では有
名歌謡曲、北酒場、津軽海峡冬景色、喝采、雨の慕情、さそり
座の女、きよしのズンドコ節を男声合唱曲にアレンジしたもの
で初演しました。
　毎年の活動としましては、OB会報の発行を年3回、役員会・
総会の開催、4月下旬現役入団式参加、6月中旬コーラスフェ
スティバル出演、北海学園大学同窓会「同窓の夕べ」参加、秋
の札幌市民合唱祭出演、忘年会、現役との親睦会、現役定期演
奏会賛助等です。各活動後の2次会等でサプライズ演奏をして
ビックリされることもしばしばです。
　ここ数年の間にOB会の維持発展に尽力された初代OB会長、
2期の久我喜六氏、第3代目会長18期の半田慶一氏、第4代
目会長の23期の渋田敏氏がご逝去されました。謹んでご冥福
をお祈り致します。特に平成28年 4月に亡くなられた渋田氏
は現OB会を再編成した立役者であり、私の同期、工学部土木
工学科の同級でもあります。彼はまたトップテノールとしても
歴代の中でも稀有な美声の持ち主でもありました。
　歴代会長に限らず、若くしてこの世を去った面々も少なから
ずいます。彼らの意志を引き継ぎ、今後もOB会は進化し続け、
母校の発展やグリークラブの発展に寄与して参りたいと存じま
す。今後も皆様からのご指導ご鞭撻宜しくお願い申し上げます。

（文責・第6代OB会長　23期　沖本英昭）

▶あゆみ

　北海学園大学グリークラブは1951（昭和26）年に創部され、
1952（昭和27）年に発足しました。今年で創部65周年とな
ります。7年前より現役グリークラブは混声となり、OGも輩出
し、OB・OG合わせて570名を超え全国各地に散らばって活
躍中です。

▶主な活動歴

　昭和34年に北海道大学合唱団と共に北海道地区大学合唱連
盟を設立、昭和40年には東北学院大学グリークラブとジョイ
ントコンサートを開催、昭和47年、札幌冬季オリンピック式典
に合唱団として参加、昭和50年北海道大学合唱団、小樽商科
大学グリークラブ、酪農学園大学合唱団と共に四大学男声合唱
団連盟（現北海道地区大学男声合唱連盟）を設立、昭和54年
札幌市民芸術大賞受賞、昭和56年創部30周年記念行事、東
北学院大学グリークラブとジョイントコンサートを開催、昭和
60年はABC朝日放送、NHKなどメディアに多数出演、平成2
年、全日本合唱コンクール北海道大会金賞、瀬川杯を受賞、平
成3年、全日本合唱コンクール北海道大会金賞、全国大会で銅賞、
平成6年全日本合唱コンクール北海道大会銀賞、平成25年混
声合唱団3年目で全日本合唱コンクール北海道大会銅賞を受賞
しています。

▶活動略歴

　1979（昭和 54）年発足、
1998（平成10）年に再編成
して札幌合唱連盟加盟、
1999（平成11）年市民芸術
祭大賞受賞、2004（平成
16）年4大学OBグリーフェ
スティバル開催、2007（平
成19）年市民芸術祭奨励賞
受賞、2008（平成20）年OB会第1回演奏会、2012（平成
24）年OB会第 2回演奏会、2014（平成26）年市民芸術祭
奨励賞受賞、2016（平成28）年9月18日OB会第3回演奏
会開催。

▶支部の近況

　OB会の演奏会はオリンピックイヤーの4年に一度開催して
います。東京支部からも毎回10人以上参加して頂いています。
3年ほど前から学園グリークラブOBに限らず学園関係者で合
唱を楽しみたい方にも門を開きました。元法学部教授の千葉卓

支部紹介 グリークラブOB会 北海学園大学同窓会「豊平会」の
各支部を紹介します。
2008（平成 20）年に支部となった
OB会支部です。

創立：平成 20年

〈会　長〉
沖本　英昭（おきもと　ひであき）

　昭和51年卒　工学部土木工学科

〈副会長〉
西本　和雄（にしもと　かずお）

　平成6年卒　経済学部経営学科

〈評議員〉
吉田　　充（よしだ　みつる）

　平成5年卒　経済学部経済学科

会員数：570余名
連絡先：〒001-0921
	 札幌市北区新川1条6丁目2-15-603
	 TEL.090-6445-9187

沖本　英昭　会長

前日練習風景

2016.9.18　第 3回演奏会　於：札幌サンプラザホール
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平成29年度支部総会開催予定（上半期：平成29年4月～ 9月）

支部総会（予定） 場　所

4月 苫小牧支部（4/22） グランドホテルニュー王子

写真部OB会（4/22） ホテルサンルートニュー札幌

グリークラブOB会（4/22） ホテルノースシティ

山岳部OB会（4/22） 札幌市民ホール

北見支部 未定

5月 小樽支部（5/20） レストラン好（ハオ）

帯広信用金庫支部（5/20） ホリデーインホテル十勝川

千歳支部（5/25） ベルクラシックリアン平安閣

札幌南区支部（5/27） ホテルノースシティ

蝸牛会（5/28） ホテル鹿の湯

北海学園大学支部（5/末） 北海学園大学

岩見沢市役所支部（5/下） 未定

江別市役所支部（5/下） 未定

6月 経五期会（6/1） 札幌東急REI ホテル

静内支部（6/2） ホテルローレル

経六期会（6/6） 未定

関西支部（6/17） がんこ阪急東通り店

◆　◆　◆　◆　◆　◆　　　支部だより　　　◆　◆　◆　◆　◆　◆

支部総会（予定） 場　所

6月 サッカー部OB会（6/24） すみれホテル

北翔会（6/下） 札幌ガーデンパレス

応援団OB尚志会 未定

7月 道南支部（7/1） ル・クリマ函館

岩田地崎建設支部（7/中） 未定

札幌東区支部 未定

札幌市役所支部 札幌サンプラザ

東園会 札幌東急REI ホテル

9月 経三期会（9/9） 未定

稚内支部 未定

江別支部
第 4回幹事会（平成 29年 1月 13日開催）において 52
番目の同窓会支部として承認されました。
支部長　宮下　次夫（昭和37年経済学部卒業）

新支部誕生のお知らせ

東京支部首都圏会（10.14）

経三期会（9.3）

豊陽会（1.11） ゆうほう会（9.15）

会計学友会（10.29） 経八期会（10.29） 北杜会（2.18）

旭川支部（11.25）根室支部（11.12）

稚内支部（11.11）

木端会（2.17）
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クラブ・サークル活動通信 卒業生、サークルOB・OGの皆さん、
応援よろしくお願いします！

【アメリカンフットボール部】主将　堀江　理来　経営学部経営学科　3年

　こんにちは。北海学園大学体育会アメリカンフットボール部です。僕たちは、北海道学生アメリカ
ンフットボール選手権を制覇し東北地方王者とのパインボウルで優勝することを目標に選手・スタッ
フ 43 名で活動しています。アメリカンフットボールは高い身体能力や身体の大きさに注目されがち
ですが「準備」のスポーツと言われています。そのため僕たちは 1 年間試合に勝つため様々な準備を
しています。

　シーズン中は、清田グラウンドで練習ができる土日だけではなく、平日も筋トレや、
対戦相手の分析・自分たちのプレーを考察することで試合に備えています。毎年行われ
る 1 週間の夏合宿では、昼間は二部練習を行い、夜はミーティングというアメフト漬
けの生活を、たくさんの OB の協力を得ながら行います。シーズンが終わると、勝つた
めに足りなかったものを中心に、1 年間の反省を何度も話し合います。そこで出た反省
を踏まえ、選手・スタッフはまた次のシーズンに向けた「準備」を始めます。冬期、選
手は身体づくりのためのトレーニングを行います。スタッフは運営面とトレーニング面
に分かれてそれぞれ活動します。
　北海学園大学アメリカンフットボール部は OBOG 会の協力もあり、今年は北海道 2
位という結果を残せました。これからも部の伝統に誇りを持ち活動していきたいと思い
ます。応援よろしくお願い致します。

【放送研究会】会長　塚田　沙也華　経営学部経営学科　1 年

　みなさんこんにちは。北海学園大学放送研究会です。放送研究会は個性豊かな会員たちで日々活動しています。主な活動としては、
6 月と 12 月の年に 2 回ある定期発表会にむけた番組制作や、NHK 全国大学放送コンテストなどの各種コンテストへの出場です。
　定期発表会ではラジオドラマやテレビドラマ、バラエティ番組など自分たちの作りた
い番組を思いのままに制作し、発表しています。また、番組だけでなく、朗読や司会な
ども行っています。写真は昨年の 12 月に行われた定期発表会の様子です。クリスマス
パーティーをテーマに、引退生や OB・OG の方も招いて楽しい発表会となりました。
　また、昨年出場した NHK 全国大学放送コンテストでは、アナウンス部門で本戦へと
勝ち進み、京都の舞台で全国優勝を頂くことができました。
　北海学園大学放送研究会は創立 50 年を過ぎました。OB・OG の方や先輩たちが築
いてくれたこの伝統あるサークルで、より一層の成長を目指し、これからも活動を続け
ていきたいと思いますので、今後とも応援の程よろしくお願いいたします。

「十月祭」
川田　裕之　作

プロフィール：経済学部経営学科　平成5年卒業

キャンパスキャンパスキャンパス
vol.2

住所等変更届についてのお願い
会員の皆様に、お名前、ご住所、勤務先等に変更が生じた場
合は、お手数でも FAX・ホームページ、または同封の「住所
等変更届ハガキ」にて同窓会事務局までお知らせくださいま
すようお願いいたします。個人情報は同窓会活動以外には使
用いたしません。

事務局からのお知らせ

北海学園大学同窓会
〒062-8605　札幌市豊平区旭町 4 丁目 1-40
TEL：011-841-1161（内線 1148）　FAX：011-816-1001
E-Mail：doso.hgu@k8.dion.ne.jp　
ホームページ：http://www.hgu-dousoukai.org/

◆支部長交替
稚内支部
高坂 国隆 氏　⇒　吉田 孝史 氏（昭和47年経済学部卒業）
平成 28 年 11 月11日付

◆訃報
菊地　伸樹　氏

昭和 62 年経済学部卒業　同窓会評議員（平成 11
年〜平成 29 年）
平成 29 年 1 月7日逝去（52 歳）
謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

平成29年度　行事予定
6 月 評議員会（6/23）

10 月 第 10 回ホームカミングデー（10/7）

全国支部長会議（10/28）

総会・懇親会「同窓の夕べ」（10/28）

3 月 卒業祝賀会（3/21）
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